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A．は じめに

　中山 間 地 の 訪問看護 で は 訪問看護師の 移動経路や訪 問 宅

で の 滞在時間 の 客観的な把握が 適 切 な 報 酬加 算額 の 算 出 に

必要な項 目で ある ［1］．また，多 くの 情報 の 収集が必 要 とな

る こ とを考慮す る とシ ス テ ム は 安価に 実現され なけ れ ばな

ら な い ．先行研 究 ［1】で は GPS ロ ガーと RFID を組 み 合わ せ

た 手法が 取 られて い た が，移動経路を看護師間で 共有す る

た め の 経路抽出は 行わ れ て い なか っ た．そ こ で ，本研究で

は GPS ロ ガーの 衛星 情報 を利 用 して   移 動 経路 の 描 画 お よ

び   RFID を補完 す る た めの 訪 問場 所 と滞在時 間算出を 行

う．本 稿で は 具 体的 な手 法 と実 験 に よ る効果 を検証 す る．

2．方法

　GPS ロ ガ ー
（Trurisystem： i・Blue747）は ロ グ デ

ー
タ を

NMEA −0183形 式 で 保 存可 能 で あ る．こ の 中に は GGA セ ン

テ ン ス と して 緯度，経度とい っ た 利用 者 の 位置情報，GSV

セ ン テ ン ス と して 衛星 か ら の 信号強度などの 情報が 含まれ

て い る．こ れ らの 情 報 を訪 問終 了 後 に解析 し，移動経路 と

訪 問宅 で の 滞在時間 を求 め る．

　まず，移 動 経路の 把 握 に は位 置情報 を利 用 す る．ロ グデ
ータ 内の 位 置 情報 を時系 列 順 に結 ぶ こ とで 移 動 経 路 の 描 画

を行 う．こ の 際 訪問中の 不 安定な位置情報 を削除す る こ

とで 移動経路の み を描画す る．次 に，訪問 また は 退 出 の 判

別 に は 信 号 強度 を利 用 す る ．こ れ らの 判別 で は 信号 強度が

屋 外 と屋 内で 二 極化す る こ とを利用する．図 1，2 より閾値

と して 信 号 強度 が適 切 で あ る と判断 す る．データベ ース 上

に あ らか じめ訪問宅 の 座標 を登 録 して お き，ロ グデータ 内

の 位置 情報 が訪 問 宅付近 で記 録 され て い る か確認す る．訪

問宅付近 で記 録され てい る場 合 は信 号 強 度 が一定 時 間閾値

以下の 場合 に 訪問中と判別す る，逆 に
一

定時間閾値以 上で

あっ た場合 は退出と判別す る．こ れ らの 判別 で 得 られ た 時

間情報 か ら訪問宅 で の 滞在時間を算 出す る．こ れ に よ り従

来 の 手 法 で 必 要で あ っ た 訪問宅 ご との 電源 の 切 り替 え を省

略烹る．二煮ぬ河 熊となる．：
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3．実験結果

　新潟 大 学 構 内 に お い て経 路情報の 収集 を行 っ た ．GPS ロ

ガーを腰 に 取 り付 け た 状態 で構 内 の 四っ の 建 物 を訪 問宅 と

仮定 し 10 分ずつ 滞 在 した．移 動 後 に移 動 経路，訪 問時 間

の 解析 を行 っ た．
　 図 3 に 実 際 の 移 動 経 路 を 示す ，また 図 4 に  か ら  の 順

に建物に滞在 した時の ロ グデ
ー

タ処理 結果を示 す．こ の 結

果 よ り建物内の 測位情報を 除去 し実際の 移動 経路 に 近 い 情

報を描画す る こ とが で きた．次 に，表 1 に 各建 物に お け る

滞在 時 間 10 分 に対す る誤差を訪問時間，退出時間，滞在

時 間の 順に 示 す．こ の 結果 よ り訪問 した各建 物 で 訪問判別

に成功 した ．ま た 滞在時間誤 差 は 最 大 26秒 で あ っ た．

4．考察 ・まとめ

　訪問看護 に お ける経路情報 と滞在時間 を GPS ロ ガーの 衛

星 デ
ー

タ を用い て 収集 し た，経路描 画 は 訪 問看 護 師の 変 更

な どの 際の 情報共有に 有効で ある，次に，訪問場所 の 判別

に お い て は，判別時の 誤差が最大 26 秒で あ り，
RFID が利

用 で きない 場合の 補完手 段 と し て 利 用 可 能 と考え られ る、

今後は，こ れ らの 機能を組み合わせ た 総合的な看護情報支

援 シ ス テ ム を開 発 す る 予 定 で あ る．

　本研 究 の
一

部 は，新潟 大 学 災 害復興科学セ ン ター
の 支援

に よ る もの で あ る，

参考文献

［1】．飛 田，牧野他 ：GPS を用 い た 訪 問看護にお け る巡 回 情報収 集
シ ス テ ム の 開発　第 17回電気学会東京支部新潟支所研 究発表会，
皿一14，　P．48

1羅 變灘
灘

rt 　　
’

　 　 ，／／／｝
纛鑞欝
櫨 嚇

鏃靉
搬 藤 ．

覊 黷 ・…鼕i羅
鯰

図 1 屋外で の 信号強度

覊 1讎 ：難

図 3

難 蘿
　 実際の 移動経路

図 2 屋 内で の信 号 強度

図 4 移動経路描 画

表 1 判 別 時 間誤 差

（定点測位） （定点測位 ）

訪 問場所 時間誤差 退出誤 差 滞在誤 差

  教養棟 9秒 6秒 15秒
  教 育学部 19秒 7秒 26秒

3 大学会館 15秒 6秒 21秒
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